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第10回北東アジア労働フォーラム・プログラム 

「労使関係のガバナンスに関わる諸要因の現状と政策課題」 

 

日 時：2012年12月 4 日 

場 所：中国・成都 

主 催：中国労働保障科学研究院(CALSS)  

    韓国労働研究院(KLI) 

    労働政策研究･研修機構(JILPT) 

 

9:00–9:20 挨拶 

    － 田小宝 CALSS 院長 

    － 山口浩一郎 JILPT 理事長 

    － キム・スンテク KLI 研究管理本部長 

 

第 1 セッション: 日中韓の労使関係のガバナンスに関わる法体系 

（座長: 山口浩一郎 JILPT 理事長） 

 9:20– 9:40 韓国報告：イ・ソンヒ KLI 研究委員 

      「韓国の労使紛争解決システムの運営状況および制度改善への課題」 

 

 9:40–10:00 日本報告：濱口 桂一郎 JILPT 統括研究員 

      「集団的労使関係の諸モデルと個別労使関係」 

 

10:00–10:20 中国報告：王 文珍 CALSS 労働法研究室主任  

      「中国の労働関係における課題の根本的整備に係る法的制度」 

 

10:20–11:00 休憩 

 

第 2 セッション: 日中韓の労使関係のガバナンスに関する具体的な実践  

（座長: キム・スンテク KLI 研究管理本部長） 

11:00–11:20 日本報告：呉 学殊 JILPT 主任研究員 

      「合同労組の現状と存在意義－個別労働紛争解決に関連して－」 

 

11:20-11:40 中国報告：張 一名 CALSS 政策シミュレーション研究室主任 

      「労使関係の問題点への対処における中国の取り組み」 

 

11:40–14:00 昼食休憩 

 

14:00–15:30 

第 3 セッション-1: 法体系及び政策環境に関する討論 （座長: 山口 浩一郎 JILPT 理事長） 

 

15:30–15:50 休憩 

 

15:50–17:00  

第 3 セッション-2：具体的な実践に関する討論（座長: キム・スンテク KLI 研究管理本部長） 

 

17:00    閉会 

    － 山口浩一郎 JILPT 理事長 

    － キム・スンテク KLI 研究管理本部長 

    － 田小宝 CALSS 院長 
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出席者リスト（List of Participants） 

 

 

中国労働保障科学研究院(CALSS) 

  Xiaobao Tian 田 小宝 中国労働保障科学研究院 院長  

  Liu Yanbin  劉 燕斌 中国労働保障科学研究院 副院長    

  Zhao Yue  趙 越  中国労働保障科学研究院  

      副院長兼中国労働学会副秘書長 

  Mo Rong  莫 栄  国際労働保障研究所長   

  Wang Junfang 王 俊舫 労働科学研究所副所長 

  Wang Wenzhen 王 文珍 労働科学研究所労働法研究室主任 

  Zhang Yiming 張 一名 中国労働保障科学研究院 

      政策シミュレーション研究室主任 

  Rao Feng  繞 風  四川省労働科学研究所長 

  Huang Jingling 黄 京玲 中国労働保障科学研究院国際協力所副所長 

  Che Hongxia 車 紅霞 国際労働保障研究所補助研究員 

 

韓国労働研究院(KLI) 

  Kim Sung-teak 研究管理本部長 

  Chang Jiyeun 国際協力情報室長 

  Lee Sung-Hee 研究委員 

  Park Charnim 研究委員 

  Park Jeseong 副研究委員 

  Min Kyung-Nae 行政員 

  Park Soohyang 国際協力情報室コーディネーター 

  Kim Mikyoung 国際協力情報室コーディネーター 

 

労働政策研究・研修機構(JILPT)   

  山口 浩一郎  理事長 

  浅尾 裕  研究所長 

  濱口 桂一郎 労使関係部門統括研究員 

  呉  学殊  労使関係部門主任研究員 

  中村 良二  企業と雇用部門主任研究員 

  天瀬 光二  国際研究部次長 

  大島 秀之  国際研究部研究交流課長 

  天野 佳代  国際研究部研究交流課長補佐 



 

 

 

   JILPT 海外労働情報  

     第 10 回北東アジア労働フォーラム報告書 

     労使関係のガバナンスに関わる諸要因の現状と政策課題 

 

   発行年月日  ２０１３年２月２２日 

   編集・発行  独立行政法人 労働政策研究・研修機構 

           〒177-8502 東京都練馬区上石神井4-8-23  

     （編集）  国際研究部 研究交流課 TEL:03-5991-5188   

   印刷・製本  株式会社相模プリント 

         Ⓒ2013 JILPT   

 ＊ 全文はホームページで提供しております。（URL:http://www.jil.go.jp/） 



The Japan Institute for Labour Policy and Training

独立行政法人 労働政策研究・研修機構
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